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第３回定例会一般会計決算

　

旧
上
村
皆
越
地
区
の
道
路
改
良

に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
度
に
先

行
取
得
を
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て

は
、
公
金
・
税
金
の
む
だ
遣
い
、

不
当
な
経
費
の
投
入
と
の
見
解
を

感
じ
る
。

　

現
道
路
改
良
で
事
を
済
ま
せ
れ

ば
、
最
少
の
経
費
で
そ
の
機
能
を

高
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
が
、

法
線
を
取
る
こ
と
で
財
産
購
入
の

投
資
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

結
果
的
に
は
、
決
算
書
の
中
で

公
有
財
産
購
入
費
四
千
九
五
〇
万

円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

金
額
の
投
資
と
い
う
も
の
に
、
私

は
納
得
が
い
か
な
い
の
で
、
こ
の

決
算
認
定
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

　

第
三
回
定
例
議
会
は

九
月
十
二
日
（
火
）
か
ら

二
十
二
日
（
金
）
ま
で
十

一
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
十
二
、

十
三
日
に
八
名
が
登
壇

し
県
立
高
校
再
編
問
題
、

清
願
寺
ダ
ム
土
砂
堆
積

対
策
、
公
有
財
産
の
管

理
と
運
用
等
に
つ
い
て
執
行
部
の

考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
改

正
案
三
件
、
平
成
十
八
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
七
件
、

他
に
承
認
一
件
、
平
成
十
七
年
度

あ
さ
ぎ
り
町
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
九
件
等
。

細
部
に
わ
た
っ
て
審
議
し
全
議
案

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
防
衛
庁
を
「
省
」
に
昇

格
す
る
意
見
書
」
、「
道
路
特
定
財

源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
」
を

採
択
し
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
の
「
非
核
・
平

和
あ
さ
ぎ
り
町
宣
言
」
、「
川
辺
川

土
地
改
良
事
業
の
進
捗
を
求
め
る

決
議
」
も
原
案
ど
お
り
採
択
し
ま

し
た
。

平
成
十
七
年
度
決
算
を
認
定

平
成
十
七
年
度
決
算
を
認
定

平
成
十
七
年
度
決
算
を
認
定

厳
し
さ
を
増
す
町
財
政

厳
し
さ
を
増
す
町
財
政

厳
し
さ
を
増
す
町
財
政

実
質
単
年
度
収
支
は
一
億
九
千
八
百
万
円
の
赤
字

　

十
七
年
度
各
会
計
決
算
書
は
、
定
例
会
初
日
の
九
月

十
二
日
に
提
出
さ
れ
、
本
会
議
で
九
月
十
九
日
に
総
務
・

文
教
、
二
十
日
に
厚
生
、
二
十
一
日
に
建
設
・
経
済
の

各
課
の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
質
疑
を
し
、
二
十

二
日
に
総
括
質
問
と
討
論
を
行
い
原
案
ど
お
り
認
定

し
た
。
都
市
部
で
は
景
気
回
復
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、

本
町
で
は
税
収
も
伸
び
悩
み
、
未
収
金
・
滞
納
額
は
増

加
し
て
、
歳
入
は
前
年
度
比
で
95.

３
％
、
約
五
億
三

千
万
円
余
の
減
額
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
歳
入
か
ら

歳
出
額
を
差
し
引
き
、
こ
れ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
で
は
約
二
億

四
千
五
百
万
円
の
黒
字
だ
が
、
積
立
金
の
取
り
崩
し
等

を
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
相
殺
し
た
実
質
単
年

度
収
支
は
約
一
億
九
千
八
百
万
円
の
赤
字
と
い
う
厳

し
い
結
果
と
な
っ
た
。

歳　　　　入：108億8,846万円

対前年比    95.3％

歳　　　　出：106億4,350万円

対前年比  96.8％

実 質 収 支：　2億4,046万円

対前年比    60.9％

単年度収支：△1億5,420万円

対前年比 △ 160.9％

実質単年度収支：△1億9,815万円

対前年比  424.7％

　　　　　　　　　　実 質 収 支…（歳入－歳出）－翌年度へ
繰り越すべき財源

単 年 度 収 支… 当該年度の実質収支－前年
度の実質収支

実質単年度収支… 単年度収支＋基金積立＋地
方債繰上償還額－基金取り
崩し額

反　

対　

討　

論

　

財
政
的
に
年
々
厳
し
い
決
算
内

容
だ
が
、
課
の
統
廃
合
な
ど
を
実

施
さ
れ
、
各
課
そ
れ
ぞ
れ
苦
心
し

て
、
創
意
工
夫
の
も
と
住
民
の
福

祉
向
上
な
ら
び
に
地
域
の
活
性
化

に
全
職
員
が
一
致
結
束
し
て
努
力

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
か

と
思
う
。

　

今
後
も
国
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
り
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
と
考
え
る
が
、
そ
の
中
で
も

住
民
が
夢
を
持
ち
夢
を
語
れ
る
よ

う
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
行
政

改
革
の
推
進
に
一
層
努
力
さ
れ
る

事
を
願
い
、
決
算
認
定
に
賛
成
す

る
。 賛　

成　

討　

論



決
算
審
査
意
見
書
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「
地
方
公
共
団
体
は
、（
中
略
）

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
、
常
に
そ
の
組
織
及
び
運
営
の

合
理
化
に
努
め
、
規
模
の
適
正
化

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
て
い

る
事
を
念
頭
に
、
決
算
審
査
を
行

っ
た
。
結
果
は
、
計
数
に
誤
り
は

な
く
、
現
金
取
扱
い
も
適
正
で
非

違
事
項
は
な
く
会
計
処
理
は
正
確

で
あ
る
と
認
め
た
。

　

町
の
経
常
収
支
比
率
は
96.

７

％
と
前
年
度
よ
り
更
に
悪
化
し
て

財
政
の
硬
直
化
が
進
み
危
機
的
状

況
に
あ
る
。

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
は
、

歳
出
削
減
は
も
ち
ろ
ん
、
滞
納
、

未
納
者
に
対
す
る
徹
底
し
た
徴
収

を
行
い
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

下
水
道
事
業
は
、
接
続
の
促
進

を
図
っ
て
き
た
結
果
、
世
帯
の
接

続
率
も

77.

８
％
と
上
昇
し
た
。

水
洗
化
が
進
み
維
持
管
理
原
価
に

お
い
て
使
用
料
収
入
で
賄
え
、
企

業
債
の
元
利
償
還
金
の
一
部
も
回

収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
ま
だ
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
約
二
億
九
千
万
円
に
頼

っ
て
お
り
、
本
町
の
厳
し
い
財
政

事
情
を
考
え
る
時
、
下
水
道
へ
の

接
続
推
進
と
使
用
料
単
価
改
定
と

の
セ
ッ
ト
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

小
規
模
企
業
（
事
業
者
）
が
殆

ど
を
占
め
る
本
町
で
は
、
今
後
も

税
収
増
は
期
待
で
き
ず
、
自
主
財

源
不
足
が
続
く
こ
と
に
な
り
、
補

助
金
交
付
基
準
の
見
直
し
、
悪
質

滞
納
者
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制

限
、
重
複
す
る
公
共
施
設
の
維
持

管
理
、
人
件
費
等
課
題
が
多
く
あ

る
。

　

是
非
、
５
ヶ
年
、
10
ヶ
年
の
財

政
事
業
計
画
を
作
成
し
、
更
な
る

行
財
政
改
革
を
押
し
進
め
て
も
ら

い
た
い
。

　

代
表
監
査
委
員　

松
下　

祐
司

財
政
の
硬
直
化
が
進
み
危
機
的
状
況

（
要
旨
）

費　　　目 説　　　　　　明 決　算　額 構成比

費　　　目 説　　　　　　明 決　算　額 構成比

依
存
財
源　

80.

2
％

自
主
財
源　

19.
8
％

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

地 方 交 付 税

そ の 他 の 交 付 金

町 債

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 譲 与 税

町 税

繰 り 入 れ 金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

財 産 収 入 他

繰 越 金

　 合 　 　 　 計 　

民 生 費

公 債 費

総 務 費

教 育 費

土 木 費

農 林 水 産 業 費

衛 生 費

消 防 費

災 害 復 旧 費

商 工 観 光 費

議 会 費

　 合 　 　 　 計 　

国が地方公共団体の財源の均衡化を図り交付する財源

地方消費税交付金、自動車取得税交付金など

町が必要な財源を調達するための債務

国からの補助金など

県からの補助金など

国税として徴収され一定割合で譲与される財源

町が賦課徴収した租税

特別会計と基金からの繰り入れ金

町の財産から生じた収益など

前年度からの繰越金

国保、老人、介護特別会計繰出金、保育所費補助金など

町の借入金の返済金（元金・利子）

財政調整基金積立金、職員給与、交通安全、選挙など

給食センター建設、学校管理費、生涯学習費など

道路、橋等建設維持、下水道事業繰出金など

農業、林業、畜産振興など

健康増進や環境保全など

上球磨消防組合負担金、消防団運営など

台風、大雨等の災害復旧費など

商工業の振興など

議会議員の報酬など

町が徴収した使用料、手数料など

48 億 8,719 万円

2 億 6,323 万円

16 億 2,250 万円

9 億 7,087 万円

7 億 4,990 万円

2 億 2,697 万円

10 億 4,828 万円

2 億 5,200 万円

1 億 5,988 万円

4 億 2,988 万円

108 億 8,846 万円

27 億 0,926 万円

15 億 3,982 万円

14 億 1,761 万円

12 億 9,543 万円

12 億 7,447 万円

9 億 4,703 万円

7 億 4,578 万円

3 億 3,498 万円

1 億 3,242 万円

1 億 2,729 万円

1 億 2,540 万円

106 億 4,350 万円

44.9％

2.4％

14.9％

8.9％

6.9％

2.1％

9.6％

2.3％

1.5％

3.9％

100％

25.5％

14.4％

13.3％

12.2％

12.0％

8.9％

7.0％

3.1％

1.2％

1.2％

1.2％

100％

2.6％2 億 7,769 万円

一般会計　歳入科目別決算額

一般会計　目的別歳出決算額

* 表示単位未満を四捨五入しているため、集計数字が一致しない場合があります。

* 表示単位未満を四捨五入しているため、集計数字が一致しない場合があります。
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収
入
未
済
額
が
大
幅
増
加

総 務 債

農 林 水 産 業 債

土 木 債

消 防 債

教 育 債

災 害 復 旧 債

下 水 道 事 業 債

簡 易 排 水 事 業 債

簡 易 水 道 建 設 債

債務負担行為による借入

　 合 　 　 　 計 　

財 政 調 整 基 金

しらがね寮財源対策基金

国民健康保険財政調整基金

上財産区財政調整基金

土 地 開 発 基 金

奨 学 基 金

高 田 奨 学 基 金

町 税
保育所保護者負担金
公 営 住 宅 使 用 料
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
簡 易 水 道 使 用 料
下 水 道 使 用 料
簡易排水受益者分担金
下水道受益者分担金
簡 易 排 水 使 用 料
　 合 　 　 　 計 　

1 億 1,096 万円
2,087 万円

728 万円
1 億 4,679 万円

285 万円
251 万円
203 万円

0
519 万円

0
2 億 9,848 万円

2 億 0,603 万円

2 万円

28 万円

448 万円

1,519 万円

28 万円

62 万円

2 億 2,691 万円

52 億 5,516 万円

24 億 5,748 万円

57 億 1,885 万円

2 億 0,857 万円

10 億 8,151 万円

6,780 万円

57 億 3,839 万円

1,872 万円

29 億 6,562 万円

15 億 3,740 万円

250 億 4,949 万円

1 億 6,743 万円

△ 1 億 0,584 万円

△ 3,033 万円

△ 3,368 万円

3 億 3,570 万円

△ 415 万円

3 億 4,854 万円

△ 67 万円

△ 1 億 1,386 万円

△ 6,628 万円

4 億 9,686 万円

2 億 5,000 万円

200 万円

5,190 万円

480 万円

1,505 万円

0

0

3 億 2,375 万円

12 億 1,226 万円

1,945 万円

2 億 2,654 万円

2 億 9,960 万円

2 億 6,181 万円

2 億 0,470 万円

3,588 万円

22 億 6,024 万円

9,427 万円
1,723 万円

564 万円
1 億 2,670 万円

207 万円
229 万円
174 万円

5 万円
578 万円

1 万円
2 億 5,578 万円

1,669 万円
364 万円
164 万円

2,009 万円
78 万円
22 万円
29 万円

△ 5 万円
△ 59 万円
△ 1 万円

4,270 万円

地方債（町債）及び債務負担行為による借入の状況

基金の状況

平成16・17年度　滞納金の比較

厳
し
い
町
財
政
を
一
段
と
圧
迫

　

各
種
の
収
入
未
済
額
は
合
併
後
年
々
増
加
し
、
前
年
比
四
千
二
七
〇
万

円
余
増
の
約
二
億
九
千
八
五
〇
万
円
と
な
っ
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
率
は
、
今
回
も
普
通
調
整
交
付
基
準
の
93
％

を
割
り
込
ん
で
、
平
成
十
八
年
度
も
５
％
減
額
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け
る

結
果
と
な
り
、
た
だ
で
さ
え
厳
し
い
国
保
の
運
営
を
益
々
苦
し
い
も
の
に

し
て
し
ま
っ
た
。

全
体
的
に
も
、
徴
収
率
の
低
下
（
収
入
未
済
額
の
増
加
）
が
、
厳
し
い
本
町

の
財
政
を
一
段
と
圧
迫

し
て
き
て
い
る
。

　

決
算
審
査
意
見
書
に

お
い
て
も
滞
納
・
未
納

者
に
対
す
る
徹
底
し
た

徴
収
を
行
い
、
住
民
に

不
公
平
感
を
持
た
せ
て

は
な
ら
な
い
と
し
て
、

徴
収
率
向
上
の
た
め
の

具
体
的
な
施
策
を
早
急

に
打
ち
出
す
べ
き
で
あ

る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
が
、
都
市
部
と
違

っ
て
不
況
を
脱
し
て
い

な
い
当
地
で
は
難
題
山

積
の
作
業
が
予
想
さ
れ

る
。

　

該
当
さ
れ
る
町
民
の

方
々
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

費　　　目 平成 17 年度

基 金 の 名 称

区 　 　 分

平 成 1 7 年 度

現 　 在 　 高

平 成 1 7 年 度 中

平 成 1 7 年 度 末

現 　 在 　 高 対 前 年 度 増 減 額

積 　 立 　 額 取 り 崩 し 額

平成 16 年度 増　減

合　　　計

定
額
運
用

町民17,800人とした場合１人あたり基金（積立金）約12万7千円（前年度比約4千円減）

町民17,800人とした場合１人あたり借入金約140万7千円（前年度比約2万8千円増）

* 表示単位未満を四捨五入しているため、集計数字が一致しない場合があります。

* 表示単位未満を四捨五入しているため、集計数字が一致しない場合があります。

* 表示単位未満を四捨五入しているため、集計数字が一致しない場合があります。
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一般質問

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健 医 療

介 護 保 険

土 地 取 得

上 財 産 区

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

　 合 　 　 　 計 　

19 億 0,849 万円

20 億 2,768 万円

14 億 0,562 万円

1,519 万円

6,098 万円

3 億 7,861 万円

14 億 3,832 万円

72 億 3,489 万円

19 億 2,840 万円

20 億 5,600 万円

14 億 1,791 万円

1,519 万円

6,197 万円

3 億 8,141 万円

14 億 4,034 万円

73 億 0,122 万円

18 億 5,187 万円

20 億 1,116 万円

13 億 1,895 万円

1,519 万円

5,905 万円

3 億 6,640 万円

14 億 3,357 万円

70 億 5,619 万円

7,653 万円

4,484 万円

9,896 万円

0

291 万円

1,501 万円

677 万円

2 億 4,502 万円

各特別会計の予算額に対する決算額

会　計　名 予　算　額
決　　算　　額

収 入 済 額 支 出 済 額 差 し 引 き

専 決 処 分 と は

特別会計補正予算

　事件が緊急を要するため、議会

を招集して議決を経てから執行し

ていては時期を失すると町長が認

めた場合など、町長が議会に代わ

って意志決定を行うことである。

　専決処分すれば議会が議決した

のと全く同じ法律効果を発生する。

尚、専決処分した場合は次の議会

において報告し、承認を求めなけ

ればならない。

高額医療費共同事業拡充方針とは
　都道府県単位での保険運営を推進するため、

各市町村における高額医療費の発生リスク

を都道府県単位で分散させるとともに、保険

財政運営の安定と保険料平準化を促進する

観点から共同事業の拡充を図り、あわせて、

保険者支援制度の国保財政基準強化策につ

いて、公費負担の在り方を含め総合的に見直

す。（平成 18 年度より実施）

財政調整基金積立金とは
　　年度間の財源の平均衡を調整するため、

決算上の剰余金については、その２分の１以

上の額を積み立てるか、又は償還の財源に充

てなければならないとされている。

平成18年度　補正予算（第２号専決処分）
補正額　2,096万2千円
林道施設災害復旧費　1,901 万 7 千円
農地等災害復旧費　194 万 5 千円

（7/21 ～ 7//23 にる大雨の被害） 会計名（補正番号） 補　正　額 補正後の総額

国民健康保険（第 2 号）

介 護 保 険（第 2 号）

簡易水道事業（第 2 号）

上財産区事業（第 1 号）

1 億 5,439 万円

4,720 万 4 千円

635 万円

150 万円

20 億 2,069 万 4 千円

14 億 2,948 万 7 千円

4 億 1,796 万 6 千円

4,600 万円
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主
な
質
問
と
答
え

主
な
質
問
と
答
え

問
＝
保
育
所
児
童
措
置
負
担
金
と
し
て
、
私
立
分
一
千
三
三
二
万

円
上
が
っ
て
い
る
が
、
何
名
増
な
の
か
、
ま
た
、
町
立
の
方
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？

答
＝
当
初
の
五
六
三
名
か
ら
二
六
名
の
増
で
五
八
九
名
分
。
ま
た

町
立
の
方
は
三
名
増
。
町
立
分
に
つ
い
て
は
十
二
月
議
会
に
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
＝
旧
上
村
狩
所
の
山
上
八
幡
（
天
正
五
年
、
一
五
七
七
年
建
築
）

の
修
復
は
、
教
育
の
一
貫
と
し
て
球
磨
工
業
生
徒
に
お
願
い
す
る
こ

と
は
大
変
す
ば
ら
し
い
事
と
思
う
が
最
終
的
な
総
事
業
費
は
ど
れ

く
ら
い
か
？

答
＝
球
磨
工
業
の
伝
統
建
築
科
の
方
に
お
願
い
し
て
本
年
度
予
算

一
三
四
万
程
に
な
る
。
二
十
一
年
度
ぐ
ら
い
ま
で
か
か
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
ま
た
総
事
業
費
は
五
四
四
万
ほ
ど
に
な
る
見
込
み
。

問
＝
社
会
福
祉
費
の
中
の
障
害
プ
ラ
ン
策
定
委
託
料
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
に
発
生
す
る
費
用
な
の
か
。

ま
た
委
託
先
は
医
師
会
と
か
財
団
法
人
な
の
か
。

答
＝
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
の
で
、
町
村
が
障
害
プ

ラ
ン
計
画
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
文
化
さ
れ
て
い

る
新
制
度
。
委
託
先
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
＝
小
学
校
費
と
し
て
委
託
料
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
プ
ー

ル
で
の
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の
点
検
な

の
か
。

答
＝
管
内
の
小
、
中
学
校
の
プ
ー
ル
全
部
の
緊
急
点
検
実
施
の
強

い
指
導
が
あ
っ
て
い
る
。
排
水
溝
の
固
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
改
修
を
実
施
し
な
さ
い
と
の
指
導
が
あ
っ
た

の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
緊
急
点
検
と
補
修
工
事
を
し
た
。

平成 18 年度　一般会計補正予算（第３号）

補正額2億7,330万円を追加し、総額95億3,244万4千円

補正予算の主な内容

総 務 費
補正額　8,198万8千円
財政調整基金積立金　7,500 万円
文書管理費　679 万 9 千円

民 生 費
補正額　6,325万9千円
児童福祉総務費　5,915 万 8 千円
老人福祉費　220 万 1 千円
障害者福祉費　168 万円

農林水産業費
補正額　568万1千円
農業振興費　748 万 1 千円
農地費（宮原地区のため池整備）457 万 5 千円

商工観光費
補正額　55万円
グリーンツーリズム推進費　50 万円

土 木 費
補正額　748万1千円
道路維持費　70 万円
道路新設改良費　677 万 8 千円

災害復旧費
補正額　1億727万9千円
林道施設災害復旧費　1 億 51 万 2 千円
農地等災害復旧費　220 万円
道路橋梁災害復旧費　456 万 7 千円

教 育 費
補正額　602万9千円
学校管理費　105 万円
文化財保護費　134 万 8 千円

消 防 費
補正額　82万2千円
消防総務費　40 万 9 千円
防災管理費　40 万 1 千円
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●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
改
正

　

育
児
休
業
を
し
た
職
員
が
復
帰
し
た
場
合
、
休
業
を
し
た
期
間
の

１
－
２
は
勤
務
を
し
た
も
の
と
し
て
昇
給
す
る
と
い
う
制
度
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

こ
の
制
度
は
公
費
、
支
援
金
、
保
険
料
を
財
源
と
し
て
都
道
府
県
内
の

全
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連
合
が
運
営
主
体
と
な
り
、
保
険
料
賦
課
、

医
療
費
適
正
化
対
策
を
行
う
も
の
で
、
保
険
料
の
徴
収
は
市
町
村
が
行
う

こ
と
に
な
る
。
老
人
保
険
制
度
の
課
題
で
あ
る
医
療
費
適
正
化
へ
向
け
た

制
度
の
改
正
で
あ
り
、
運
営
主
体
の
明
確
化
、
高
齢
者
と
現
役
世
代
の
負

担
の
明
確
化
な
ど
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

○
介
護
保
険
と
同
様
、
年
額
十
八
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者
を
対
象
に
、
年
金
か 

 

　

ら
の
保
険
料
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
を
行
う
。

　
　

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
合
せ
た
保
険
料
額
が
、
年
金
額
の
１
－
２
を
超
え
る

　

場
合
に
は
天
引
き
の
対
象
と
し
な
い
。

●
人
権
擁
護
委
員
に
再
任

　

あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
四
七
ー
八
番
地

　
　
　
　
　
　
　

岩　

崎　

熊　

六　

氏

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

　

一
部
改
正

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
障
害
児
施
設
医
療
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
障
害
児
（
者
）
間
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
、
障
害
児
施
設
医
療
に
係
る
自
己
負
担
額
を
新
た
に
補
助
対
象
に

加
え
る
も
の
。

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
が
な
さ
れ

た
た
め
本
町
の
条
例
も
出
産
育
児
一
時
金
支
給
額
を
現
行
の
三
十
万
円

か
ら
五
万
円
引
き
上
げ
三
十
五
万
円
に
す
る
改
正
を
行
っ
た
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
者
医
療
等

給
付
事
業
が
療
養
介
護
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
進
行
性
筋
萎
縮
症

者
の
療
養
介
護
医
療
に
係
る
自
己
負
担
額
を
補
助
対
象
経
費
と
す
る
も

の
。

○○

【現　行】【新制度】

患者負担

（1割または3割）

（高齢者）

患者負担

保　険　料

支　援　費

拠　出　金

（1割または3割）

（国、県、町）

（　　　　　　）国保・被用者
保険等

（　　　　　　）国保・被用者
保険等

公　　費

５割

（国、県、町）

公　　費

５割

５割
4割

1割

《
自
己
負
担
》

《
保
険
者
負
担
の
内
訳
》

（
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度　

平
成
二
十
年
四
月
施
行
）
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ケーブルテレビ及び防災行政無線施設
整備事業調査特別委員会報告

議
員
定
数
及
び
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置

　

現
在
の
議
員
定
数
は
、
旧
五
ヶ

町
村
で
議
決
さ
れ
た
「
議
会
の
議

員
定
数
に
関
す
る
協
議
」
に
お
い

て
、
地
方
自
治
法
で
定
め
る
上
限

の
二
十
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
三
位
一

体
改
革
等
で
、
地
方
公
共
団
体
へ

の
交
付
税
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
、

あ
さ
ぎ
り
町
も
大
変
厳
し
い
財
政

運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
、

議
会
と
し
て
も
町
の
財
政
を
考
慮

し
な
が
ら
も
、
町
民
の
声
を
町
政

に
反
映
す
る
の
に
必
要
不
可
欠
な

議
員
定
数
等
、
議
会
改
革
に
つ
い

て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
委

員
二
十
一
名
を
も
っ
て
特
別
委
員

会
を
設
置
し
た
。

　

九
月
十
九
日
に
第
一
回
の
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
長
に
岩
本

幸
男
議
員
、
副
委
員
長
に
永
村
修

一
議
員
を
選
任
し
た
。

　

平
成
二
十
年
四
月
の
議
会
議
員

選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
る
議
員
定
数

な
ど
が
今
後
、
審
議
さ
れ
る
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
及
び
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
は
、
町
が
計
画
し
て
い
る
防
災
無
線
及
び
情

報
基
盤
整
備
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
た
め
に
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
六
日
に
委
員
二
十
二
名
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
。

　

十
二
月
十
七
日
に
は
第
一
回
の
委
員
会
が
開
か
れ
、
委
員
長
に
松
本
光
弘
議
員
、
副
委
員
長
に
溝
口
峰
男
議
員
を
選
任
し
た
。
以
後

十
四
回
の
委
員
会
・
勉
強
会
を
開
催
し
調
査
を
行
っ
た
。

（
全
体
意
見
）

　

町
は
放
送
と
通
信
の
融
合
と
い
う
時
代
背
景
を
先
進
的
に
捉
え
る
一
方
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
行
政
コ
ス
ト
の

低
減
に
つ
な
が
る
投
資
効
果
の
高
い
情
報
基
盤
整
備
事
業
に
当
た
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
結
論
に
達
し
た
。

　

町
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
基
本
計
画
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
化
や
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど
の
内
容
を
参
考
と
し
な
が
ら
も
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
か
か
わ
る
こ
と
な
く
、
既
設
の
民
間
通
信
基
盤
を
活
用
す
る
方
法
、
或
い
は
上
球
磨
消
防
署
管
内
で
の
広
域
的
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
方
法
な
ど
、

柔
軟
な
発
想
と
先
進
的
な
ア
イ
デ
ア

を
駆
使
し
て
広
く
住
民
の
支
持
を
得

る
こ
と
の
で
き
る
情
報
基
盤
整
備
事

業
に
当
た
ら
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。

（
付
帯
意
見
）

一
、
あ
さ
ぎ
り
町
内
で
の
情
報
基
盤

に
地
域
間
格
差
が
あ
る
の
で
、
解
消

す
べ
く
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
べ

き
で
あ
る
。

二
、
防
災
情
報
設
備
は
住
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
重
要
で
、
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
整
備
を
含
め
た
老
朽
化
対

策
を
早
急
に
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

三
、
若
者
の
未
来
志
向
に
応
え
る
情

報
基
盤
が
夢
膨
ら
む
あ
さ
ぎ
り
町
を

実
現
す
る
。

四
、
放
送
や
通
信
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

動
向
を
把
握
し
、
将
来
予
測
を
立
て

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

将来の夢が
広がります。
将来の夢が
広がります。
将来の夢が
広がります。
将来の夢が
広がります。

もっと快適に
もっと便利に快適ネットワーク

情　報

サービス

快適ネットワーク

情　報

サービス

快適ネットワーク

情　報

サービス

消防署

家庭・学校・地域等

役場

緊急情報配信

行政・防災
情報配信
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陳
情
第
二
号　

防
衛
庁
を
「
省
」
に
昇
格

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

陳
情
第
二
号　

防
衛
庁
を
「
省
」
に
昇
格

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

「
国
内
的
に
は
、
大
規
模
災
害

が
相
次
ぎ
、
国
際
的
に
は
北
朝
鮮

の
核
問
題
や
米
国
の
同
時
多
発
テ

ロ
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
テ
ロ
問

題
な
ど
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
情
勢
の
中
、
国
民
の
生
命
、

財
産
を
守
り
、
諸
外
国
と
協
力
し

て
世
界
の
平
和
の
た
め
に
活
動
す

る
こ
と
が
国
政
の
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
国
に
お
か
れ
て
は
、

同
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め
、

同
法
案
が
早
期
に
成
立
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。
」
と
の
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
賛
否
両
論
が
あ

っ
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。

  

反
対
討
論

　

軍
備
拡
大
に
結
び
つ
く
お
そ
れ

の
あ
る
防
衛
庁
を
「
省
」
に
昇
格

さ
せ
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

外
交
と
か
軍
事
な
ど
の
大
問
題
は

地
方
自
治
体
で
取
り
上
げ
る
こ
と

で
な
い
と
考
え
る
。
我
々
は
、
国

会
の
中
で
論
議
し
て
決
定
し
た
方

に
従
う
べ
き
と
考
え
、
よ
っ
て
反

対
す
る
。

  

賛
成
討
論

　

現
在
の
行
政
組
織
で
は
、
防
衛

庁
は
内
閣
府
の
外
局
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
予
算
要
求
や
法
律
、

幹
部
人
事
は
首
相
を
通
し
て
閣
議

に
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
省
」

に
昇
格
さ
せ
、
国
の
防
衛
を
直
轄

主
管
す
る
行
政
機
関
に
ふ
さ
わ
し

い
機
能
と
権
限
を
与
え
る
意
見
書

の
提
出
に
賛
成
す
る
。

（
提
出
の
理
由
）

　

政
府
が
「
道
路
財
源
に
つ
い
て
、
行
政
改
革
推
進
法
に
基
づ
き
一
般
財
源
化
を
図
る
事
を
前
提
に
、
早
急
に
検

討
を
進
め
、
年
内
に
具
体
案
を
取
り
ま
と
め
る
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
本
町
の
道
路
整
備
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
危
惧
さ
れ
る
の
で
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
「
道
路
特
定
財
源
」
と
し
て
確
保
す

る
た
め
。

　

我
が
「
あ
さ
ぎ
り
町
」
は
国
に
対
し
て
、
核
兵
器
を
作
ら
ず
、
持
た
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
の
非
核
三
原
則
の
厳
守

を
求
め
、
全
世
界
の
恒
久
平
和
達
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
あ
さ
ぎ
り
町
」
は
、
人
間
が
人
間
と
し
て

生
き
続
け
る
た
め
に
、「
非
核
・
平
和
あ
さ
ぎ
り
町
宣
言
」
を
決
議
す
る
。

「
非
核
・
平
和
あ
さ
ぎ
り
町
宣
言
」
決
議

球
磨
北
部
地
域
の
農
業
振
興
の

た
め
国
営
川
辺
川
土
地
改
良
事

業
の
推
進
を
求
め
る
決
議

道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

新たな利水計画案
（既設導水路活用案）

受益面積　1,299ha

P

P

受益農地へ

受益農地へ

受益農地へ
受益農地へ

受益農地へ

受益農地へ

受益農地へ

受益農地へ

ファームポンド

ファームポンド ファームポンド

山江揚水機場

川辺川揚水機場

チ
ッ
ソ
発
電
所
施
設

高原揚水機場

鍋山調整池
鷺巣分水槽

川辺川

球磨川

山江
調整池

高原
第一調整池

高原
第二調整池

既設導水路

発電吐水槽

（7.6km）

既設堰
既設堰を活用し取水

六藤地点
ろくとう

最大取水量＝2.85ｍ /s3

F
P

F

F

　

新
利
水
計
画
に
つ
い
て
は
、
川
辺
川
ダ
ム
に
水

源
を
依
存
し
な
い
案
で
あ
る
「
既
設
導
水
路
活
用

案
」
を
基
本
と
す
る
こ
と
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
案
は
、
安
く
て
安
定
し
た
水
を
一
日
も
早
く

農
家
に
届
け
る
と
い
う
地
域
の
要
望
に
沿
っ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
本
議
会
は
、
関
係
市
町
村

と
共
に
諸
問
題
の
解
決
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
事

業
推
進
を
し
て
い
く
こ
と
を
決
議
す
る
も
の
で

あ
る
。

し
ん

し
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一般質問

◎
高
校
再
編
計
画
の
対
象
は
３
校

　

と
も
郡
内
だ
が

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
よ
う

申
し
入
れ
た

◎
ダ
ム
堆
積
土
砂
の
取
扱
は

受
益
者
負
担
な
き
よ
う
取
組
む

浦
本　

秀
正 

議
員

　
　

 　

（
免
田
）

渕
田　

勇
一 

議
員

（
上
）　
　
　
　

問
＝
こ
の
度
、
高
校
再
編
の
整
備

計
画
の
素
案
が
県
教
委
か
ら
公
表

さ
れ
た
。
計
画
の
素
案
作
り
の
委

員
に
は
、
上
球
磨
や
中
球
磨
か
ら

は
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
中
で
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
湯
前
線
廃
止
の
阻
止
を

目
ざ
し
郡
市
一
丸
と
な
っ
て
協
力

し
た
経
緯
が
過
去
に
あ
る
が
。

町
長
＝
八
月
二
十
八
日
。
郡
町
村

会
と
郡
議
長
会
に
て
「
三
校
を
二

校
に
す
る
再
編
計
画
に
反
対
す
る

要
望
書
」
を
、
県
の
教
育
長
に
手

渡
し
、
三
校
存
続
を
要
望
し
た
。

問
＝
今
回
の
計
画
対
象
の
三
校
は

す
べ
て
球
磨
郡
内
の
高
校
で
人
吉

市
の
二
校
は
対
象
外
で
あ
る
が
、

不
自
然
で
は
な
い
か
。

町
長
＝
人
吉
市
内
の
高
校
が
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
の
は
お
か
し
い
。

郡
市
五
校
を
対
象
と
し
て
考
え
、

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
住

民
に
納
得
で
き
る
よ
う
に
と
強
く

申
し
入
れ
を
し
た
。

問
＝
多
良
木
町
か
ら
は
公
的
機
関

の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
保
健
所
、
九
州
電
力
、

法
務
局
、
営
林
署
な
ど
が
全
部
引

き
あ
げ
ら
れ
最
後
の
砦
が
多
良
木

高
校
で
あ
る
。
球
磨
郡
が
見
捨
て

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
危
機
感
が
あ

り
、
球
磨
地
域
が
衰
退
す
る
実
情

に
対
し
、
地
域
力
の
向
上
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

町
長
＝
多
良
木
町
か
ら
あ
れ
だ
け

の
公
的
施
設
が
失
く
な
っ
た
事
を

改
め
て
考
え
、
高
校
を
残
す
活
動

で
地
域
の
活
性
化
、
地
域
力
の
向

上
を
考
え
る
必
要
を
感
じ
る
。

問
＝
学
校
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
方

が
自
分
の
能
力
や
進
路
志
望
、
あ

る
い
は
経
済
力
に
応
じ
た
コ
ー
ス

が
選
択
で
き
る
。
生
徒
の
進
路
指

導
と
か
希
望
校
の
変
更
に
も
少
な

か
ら
ず
影
響
が
生
じ
る
と
思
う
が
、

そ
の
対
策
は
考
え
て
あ
る
か
。

教
育
長
＝
宇
土
、
八
代
、
玉
名
に

中
高
一
貫
校
が
導
入
さ
れ
れ
ば
球

磨
地
方
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が

で
て
く
る
と
思
う
。
制
限
枠
が
緩

和
さ
れ
る
と
優
秀
な
生
徒
が
そ
ち

ら
へ
出
て
行
く
と
思
う
。

問
＝
進
路
相
談
に
来
た
生
徒
に
対

し
あ
る
学
校
で
「
多
良
木
高
校
は

失
く
な
る
か
ら
。
」
と
言
っ
た
と

聞
く
が
、
先
生
方
へ
の
指
導
は
。

教
育
長
＝
県
立
高
校
の
再
編
計
画

は
ま
だ
明
確
な
方
向
や
基
本
計
画

も
で
て
い
な
い
段
階
だ
。
軽
々
し

く
言
っ
て
欲
し
く
な
い
と
思
う
。

問
＝
新
聞
報
道
で
清
願
寺
ダ
ム
土

砂
堆
積
が
六
十
年
間
で
三
十
四
万

ト
ン
と
推
定
さ
れ
て
い
た
の
が
二

十
三
年
経
っ
た
今
年
一
月
、
四
十

四
万
ト
ン
を
超
え
る
量
と
報
じ
ら

れ
た
。
ヒ
素
含
有
土
砂
の
実
態
は

ど
う
か
。

町
長
＝
地
形
が
急
峻
で
台
風
大
雨

で
山
腹
が
崩
壊
、
又
山
林
伐
採
等

が
原
因
で
予
想
以
上
に
堆
積
し
県

と
除
去
対
策
を
協
議
中
で
あ
る
。

問
＝
県
営
清
願
寺
ダ
ム
に
つ
い
て

県
と
の
管
理
分
担
を
尋
ね
る
。

産
業
振
興
課
長
＝
町
は
観
測
等
計

測
器
の
点
検
記
録
を
行
う
。
維
持

管
理
費
約
二
千
五
百
万
は
県
と
町

で
折
半
。

問
＝
今
後
堆
積
土
砂
の
取
扱
は
。

産
業
振
興
課
長
＝
ド
レ
ン
開
放
の

計
画
は
無
い
。
浚
渫
除
去
を
県
が

事
業
主
体
と
な
り
国
庫
補
助
事
業

で
検
討
中
。

　

総
事
業
費
約
十
数
億
円
と
判
断
。

問
＝
土
砂
の
捨
て
場
所
、
又
は
有

効
利
用
、
環
境
汚
染
対
策
は
。

産
業
振
興
課
長
＝
土
砂
搬
出
先
を

榎
田
の
合
併
記
念
公
園
が
候
補
地
、

土
砂
の
量
は
十
五
万
ト
ン
か
ら
二

十
万
ト
ン
を
予
想
、
永
峰
地
区
の

用
地
造
成
可
能
な
所
に
埋
め
立
て

企
業
誘
致
に
役
立
て
て
い
く
、
こ

こ
の
土
砂
は
土
質
上
骨
材
に
は
む

か
な
い
、
盛
り
土
や
敷
砂
利
に
は

適
し
て
い
る
。
農
業
、
漁
業
に
及

ぼ
す
環
境
問
題
に
注
意
し
凝
固
剤

使
用
も
考
え
て
い
る
。

問
＝
農
業
用
灌
漑
排
水
に
利
用
し

て
い
る
受
益
者
か
ら
の
事
業
費
負

担
は
取
る
べ
き
で
な
い
、
防
災
事

業
と
し
て
採
択
を
希
望
す
る
。

町
長
＝
国
県
と
協
議
し
て
農
家
負

担
が
無
い
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問
＝
森
林
伐
採
後
、
未
植
栽
が
新

聞
報
道
さ
れ
堆
積
土
砂
原
因
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
る
、
犬
童
町
長

個
人
に
関
す
る
山
林
も
相
当
伐
採

し
て
あ
る
が
、
知
事
の
許
可
等
法

的
基
準
は
遵
守
し
て
あ
る
の
か
。

町
長
＝
森
林
法
に
よ
っ
て
保
安
林

皆
伐
の
場
合
十
ha
以
上
知
事
の

許
可
が
必
要
で
あ
る
。
父
の
名
儀

の
私
有
林
二
十
ha
を
立
木
販
売

し
た
。

　

保
安
林
な
の
で
伐
採
許
可
を
受

け
、
三
年
以
内
の
植
栽
も
し
て
い

る
と
思
う
。

問
＝
違
法
行
為
の
伐
採
等
に
対
し

て
罰
則
適
用
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
＝
森
林
法
二
〇
六

条
に
基
づ
き
集
落
保
全
等
公
益
性

を
維
持
す
る
た
め
の
監
視
を
厳
し

く
し
悪
質
な
場
合
告
発
、
罰
金
適

用
と
な
る
。

問
＝
堆
積
土
砂
と
森
林
は
密
接
な

関
わ
り
が
あ
る
。
早
く
山
林
が
復

活
す
る
よ
う
林
家
の
指
導
を
願
い

た
い
。

し
ゅ
ん
せ
つ
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一般質問

◎
公
有
財
産
の
空
き
空
間
利
活
用

　

に
つ
い
て

活
用
の
予
定
が
な
い
公
有
財
産
は
、
民
間

払
い
下
げ
も
考
え
て
い
る

小
見
田　

和
行 

議
員

　
　

  　
　

（
岡
原
）

◎
中
学
校
統
合
は
町
民
の
皆
様
の

　

理
解
を
得
て
か
ら

教
育
委
員
会
の
方
針
は
変
更
し
な
い

宮
原　

盛
幸 

議
員

（
岡
原
）　
　
　

問
＝
合
併
四
年
目
を
迎
え
、
公
有

財
産
で
あ
る
旧
庁
舎
、
上
、
岡
原
、

須
恵
の
使
用
状
況
を
見
る
と
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
球
磨
を
は
じ
め
、
い
く

つ
か
の
団
体
に
利
用
さ
れ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
寄
与
し
て
い
る
。
し

か
し
、
使
用
頻
度
、
そ
れ
に
充
て

ら
れ
た
床
面
積
を
考
慮
す
る
と
多

大
な
空
き
空
間
が
未
活
用
の
ま
ま

で
あ
る
。
旧
村
の
中
心
部
に
あ
る

こ
れ
ら
の
施
設
の
空
洞
化
は
、
周

辺
部
の
寂
れ
に
も
つ
な
が
る
、
か

と
い
っ
て
利
用
の
少
な
い
施
設
整

備
は
行
政
改
革
に
逆
行
す
る
。
空

い
た
公
有
財
産
の
利
活
用
に
よ
る

周
辺
地
域
の
持
続
的
発
展
と
行
政

効
率
化
と
い
う
、
相
反
す
る
一
面

も
あ
る
が
、
考
え
を
問
う
。

町
長
＝
周
辺
部
が
寂
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、
旧
庁
舎
を
大

い
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
大
変

大
事
な
こ
と
と
思
う
。
行
政
財
産

の
ま
ま
で
は
貸
し
付
け
、
売
却
も

で
き
な
い
の
で
、
普
通
財
産
化
し

た
上
で
民
間
払
い
下
げ
も
考
え
て

い
る
。

問
＝
空
き
庁
舎
の
利
活
用
方
式
に

セ
ー
ル
ア
ン
ド
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
か
あ
る
が
、
ど
の
方
式

を
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

総
務
課
長
＝
地
域
審
議
会
の
意
見

を
尊
重
し
た
い
。

問
＝
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
稼
動

で
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
も
空
い
て
く

る
が
、
今
後
の
活
用
方
法
は
。

教
育
課
長
＝
須
恵
、
深
田
は
引
き

続
き
給
食
関
連
施
設
と
し
活
用
、

上
給
食
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
の
為

解
体
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

岡
原
は
本
年
度
で
処
分
制
限
期
間

が
ク
リ
ア
で
き
る
が
、
免
田
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、
あ
と
二
十
年
程
期

間
を
残
し
て
い
る
の
で
、
教
育
財

産
と
し
て
利
用
し
て
い
く
か
普
通

財
産
と
し
て
有
効
活
用
を
図
る
か
、

今
の
と
こ
ろ
予
定
は
立
っ
て
い
な

い
。

問
＝
財
産
活
用
の
研
究
を
よ
り
深

め
る
為
に
も
学
識
経
験
者
を
混
え

た
「
あ
き
空
間
利
活
用
協
議
会
」

を
設
置
で
き
な
い
か
。

町
長
＝
提
案
は
検
討
課
題
と
い
う

こ
と
に
し
て
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
＝
学
校
規
模
等
適
正
化
審
議
会

で
は
町
内
一
学
校
が
望
ま
し
い
と

い
う
答
申
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し

場
所
は
慎
重
に
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
教
育
委
員
会
は
六
月
に
は
「
上

中
学
校
を
中
心
と
し
た
学
校
設
置

が
適
当
」
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ

た
。
「
一
校
、
二
校
を
想
定
し
た

比
較
検
討
は
し
た
の
か
」
と
い
う

質
問
に
対
し
具
体
的
な
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
し
て
い
な
い
と
い
う

答
弁
で
あ
る
の
に
、
も
う
そ
の
時

は
方
針
が
決
ま
っ
て
い
た
の
に
は

驚
い
た
。
一
校
、
二
校
と
し
て
の

校
舎
改
築
費
等
ま
た
交
付
金
、
交

付
税
の
措
置
等
の
比
較
も
し
て
い

な
い
し
財
政
等
と
の
す
り
合
わ
せ

も
し
て
い
な
い
。
各
地
区
で
説
明

会
は
さ
れ
た
も
の
の
参
加
人
数
は

少
な
か
っ
た
。
そ
の
上
で
の
教
育

委
員
会
の
方
針
は
早
過
ぎ
る
と
思

う
が
。

町
長
＝
町
の
方
で
は
、
一
校
に
し

ろ
二
校
に
し
ろ
開
校
後
の
運
営
費

と
か
交
付
税
を
含
め
十
分
な
検
討

が
必
要
で
今
そ
の
途
中
で
あ
る
。

教
育
長
＝
一
校
に
す
る
と
方
針
を

決
め
た
以
上
、
そ
れ
で
は
場
所
は

ど
こ
に
す
る
か
と
い
い
う
事
で
決

め
た
。
方
針
は
考
え
る
が
そ
の
先

は
町
部
局
の
方
で
検
討
が
順
序
。

問
＝
そ
れ
で
は
教
育
委
員
会
と
町

部
局
の
方
針
が
違
う
場
合
は
ど
う

な
る
の
か
。
私
は
表
裏
一
体
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

教
育
長
＝
こ
の
問
題
は
合
併
前
か

ら
で
あ
り
、
早
く
方
針
を
出
せ
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

問
＝
「
教
育
委
員
会
は
こ
う
思
っ

て
い
る
あ
と
は
行
政
に
下
駄
を
預

け
る
。」
と
い
う
こ
と
だ
し
反
面
、

要
請
が
あ
れ
ば
説
明
に
応
じ
る
と

い
う
態
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
私

は
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、

保
育
園
等
の
保
護
者
の
方
等
の
考

え
を
聞
き
、
そ
し
て
町
民
の
皆
様

の
理
解
を
求
め
、
か
た
く
な
に
一

校
・
上
中
学
校
周
辺
に
こ
だ
わ
る

こ
と
な
く
時
間
を
か
け
て
方
針
を

出
す
べ
き
だ
と
思
う
。
余
り
に
も

早
く
出
し
過
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
町
民
の
皆
様

等
が
統
合
に
関
し
て
い
ろ
ん
な
要

請
・
要
望
さ
れ
て
も
教
育
委
員
会

は
た
だ
理
解
を
求
め
る
だ
け
で
聞

く
耳
は
も
た
な
い
の
か
。

教
育
長
＝
全
く
聞
か
な
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
方
針
は

変
更
す
る
考
え
は
な
い
。
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一般質問

◎
納
入
業
者
選
定
基
準
に
つ
い
て

現
在
ま
で
の
実
績
を
基
に

◎
二
期
目
に
対
す
る
意
欲
は

出
馬
を
し
、
町
づ
く
り
の
た
め
頑
張
る

松
本　

光
弘 

議
員

　
　

 　

（
免
田
）

平
田　

助
弘 

議
員

（
須
恵
）　
　
　

問
＝
九
月
よ
り
給
食
セ
ン
タ
ー
が

稼
動
を
始
め
た
が
、
あ
さ
ぎ
り
町

の
食
品
納
入
業
者
か
ら
不
満
が
で

て
い
る
。
何
を
業
者
選
定
の
基
礎

と
し
た
の
か
。

町
長
＝
実
績
を
基
準
に
し
た
。
生

鮮
食
品
及
び
日
配
品
は
、
多
良
木

町
の
六
業
者
を
含
む
二
十
一
業
者

か
ら
買
っ
て
い
る
。
又
町
よ
り
毎

月
一
五
〇
円
補
助
し
て
い
る
。
学

校
会
計
健
全
運
営
の
為
食
材
を
安

い
価
格
で
安
定
的
に
確
保
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

問
＝
価
格
競
争
の
た
め
な
ら
理
解

で
き
る
が
あ
さ
ぎ
り
町
の
業
者
で

賄
え
な
い
実
績
が
あ
っ
た
の
か
。

町
長
＝
合
併
す
る
ま
で
長
年
多
良

木
の
六
業
者
が
学
校
給
食
経
営
を

さ
さ
え
て
く
れ
た
実
績
が
あ
る
。

問
＝
町
長
の
選
挙
公
約
は
地
場
産

業
育
成
だ
。
ふ
る
さ
と
振
興
社
に

は
年
二
千
万
円
と
い
う
金
を
使
い

な
が
ら
、
又
駅
前
再
開
発
と
い
う

計
画
も
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
や
り

方
で
は
商
店
街
活
性
化
は
出
来
な

い
し
町
民
は
納
得
し
な
い
と
思
う

が
。

町
長
＝
価
格
競
争
原
理
は
働
い
て

い
る
。
ふ
る
さ
と
振
興
社
も
入
れ

て
い
る
多
良
木
業
者
も
入
っ
て
い

る
。

問
＝
保
護
貿
易
が
あ
る
よ
う
に
当

然
あ
さ
ぎ
り
町
の
業
者
を
対
等
に

多
良
木
町
の
納
入
に
加
え
る
よ
う

に
働
き
か
け
る
べ
き
だ
と
思
う

が
。

町
長
＝
具
体
的
に
は
働
き
か
け
て

は
い
な
い
。
業
者
が
動
く
べ
き
だ
。

問
＝
冷
凍
食
品
の
割
合
は
。

町
長
＝
調
べ
て
い
な
い
。
只
天
然

物
の
と
れ
る
時
期
は
短
い
。
夏
場

取
れ
る
物
を
冬
場
食
べ
た
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。
冷
凍
技
術
の
進

歩
で
可
能
に
な
っ
た
た
め
と
思
う
。

問
＝
菊
池
養
生
園
の
先
生
の
話
で

は
、
旬
の
も
の
を
食
べ
さ
せ
な
さ

い
。
夏
の
作
物
は
自
然
と
体
を
冷

や
す
し
大
根
な
ど
冬
の
作
物
は
体

を
自
然
に
暖
め
る
。
逆
に
食
べ
る

と
病
気
の
も
と
と
話
さ
れ
る
が
。

町
長
＝
地
元
で
取
れ
る
物
と
旬
の

も
の
を
食
べ
る
の
が
基
本
だ
と
思

う
。

◎
健
全
財
政
に
つ
い
て

問
＝
起
債
残
高
は
二
五
〇
億
三
千

万
円
で
合
併
時
よ
り
二
四
億
四
千

二
百
万
円
増
加
し
て
い
る
。
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
構
想
を
打
ち
出
し
た

こ
と
で
も
あ
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
常
に
財
政
を
乗
せ
る
べ
き

だ
。
前
山
口
企
画
課
長
の
時
一
〇

年
後
一
七
〇
億
円
に
債
務
残
に
減

ら
す
と
説
明
を
受
け
た
。
か
な
り

増
額
し
て
い
る
が
想
定
内
か
。

総
務
課
長
＝
計
画
通
り
で
健
全
財

政
を
め
ざ
し
て
い
る
。

問
＝
町
長
の
正
式
な
出
馬
表
明
は
。

町
長
＝
三
年
た
ち
、
色
々
な
事
を

実
践
し
て
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
道

半
ば
、
最
初
掲
げ
た
九
の
公
約
。

他
に
も
町
長
を
務
め
て
い
く
中
で

色
々
と
出
て
き
た
。
住
民
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
そ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
温
か
い
支
援
を
得
て
出
馬
し

た
い
。

問
＝
厳
し
い
財
政
の
中
、
町
長
は

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
二
期
目
に
向
け

た
町
づ
く
り
の
構
想
は
。

町
長
＝
合
併
前
の
計
画
で
は
、
五

ヶ
町
村
の
予
算
合
計
一
三
〇
億
円
、

そ
れ
に
合
併
特
例
債
二
〇
〜
三
〇

億
円
、
年
間
予
算
一
五
〇
億
円
と

な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
国
の
三

位
一
体
改
革
に
よ
っ
て
、
現
実
は
、

一
年
目
が
一
二
四
億
円
、
二
年
目

一
一
〇
億
円
、
去
年
一
〇
二
億
円
、

今
年
は
九
二
億
円
、
国
・
県
が
約

束
し
た
額
か
ら
す
る
と
六
〇
億
円

の
減
、
き
び
し
い
財
政
事
情
の
中

で
、
今
ま
で
生
き
残
り
を
か
け
た

形
で
や
っ
て
き
た
。
今
後
、
投
資

を
し
て
も
、
そ
れ
が
町
民
の
収
入

と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な

事
業
を
考
え
て
い
く
。
職
員
だ
け

で
な
く
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
も
し
っ
か
り
と
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

問
＝
例
と
し
て
須
恵
地
区
を
上
げ

る
と
、
現
在
郵
便
局
が
閉
鎖
を
し

て
い
る
。
近
々
Ｊ
Ａ
支
所
が
閉
鎖
。

学
校
統
合
で
中
学
校
が
な
く
な
る
。

ど
れ
も
地
区
の
活
力
源
で
あ
る
。

周
辺
部
が
寂
れ
て
い
き
は
し
な
い

か
大
変
心
配
、
周
辺
部
が
寂
れ
な

い
よ
う
な
打
開
策
を
お
持
ち
か
。

町
長
＝
そ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ

う
地
域
審
議
会
に
も
活
動
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
旧
須
恵
保
育
所
跡

を
野
菜
の
集
荷
場
、
出
荷
場
と
す

る
事
業
も
見
え
て
き
た
。
拠
点
的

に
他
の
周
辺
部
に
も
で
き
て
い
け

ば
働
く
場
の
提
供
に
も
な
る
。
中

学
校
校
舎
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
会
等
に
企
業
誘
致
の
働
き
か
け

を
お
願
い
し
て
い
る
。
実
現
に
た

ど
り
つ
く
ま
で
は
、
ま
だ
し
ば
ら

く
か
か
る
と
思
う
が
周
辺
部
を
絶

対
寂
れ
さ
せ
な
い
。

問
＝
ど
こ
の
周
辺
地
区
の
住
民
も

寂
れ
な
い
事
を
強
く
願
っ
て
お
り
、

町
長
に
お
か
れ
て
も
、
常
に
頭
の

中
に
入
れ
て
お
い
て
頂
き
た
い
。
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一般質問

◎
町
の
様
々
な
財
産
を
も
っ
と

　

有
効
に
活
用
す
べ
き

◎
区
の
統
合
と
小
学
校
通
学
区
域

　

の
再
編
に
つ
い
て

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い

合
併
前
の
約
束
事
項
だ
っ
た

鏡　
　

與　

 

議
員

　
　

 　

（
岡
原
）

奥
田　

公
人 

議
員

（
岡
原
）　
　
　

問
＝
町
有
財
産
も
数
多
く
存
在
す

る
が
、
必
ず
し
も
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
無
形

財
産
も
そ
う
だ
が
、
と
り
わ
け
人
、

物
、
金
に
代
表
さ
れ
る
有
形
財
産

の
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の
様
な
考

え
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
。

町
長
＝
旧
役
場
庁
舎
や
旧
給
食
セ

ン
タ
ー
等
の
空
き
施
設
や
遊
休
土

地
、
利
用
頻
度
の
低
い
施
設
は
、

も
っ
と
有
効
活
用
を
進
め
て
い
き

た
い
。
町
で
は
イ
モ
ゴ
と
か
超
硬

水
や
超
軟
水
も
出
る
。
商
品
化
の

可
能
性
も
あ
り
、
研
究
し
て
実
行

に
移
し
た
い
。

問
＝
人
材
と
い
う
財
産
も
有
効
活

用
し
て
い
く
べ
き
で
は
。
役
場
職

員
、
町
内
有
識
者
、
町
外
で
当
町

に
関
係
の
深
い
人
、
町
出
身
の
政

治
家
等
の
活
用
も
重
要
と
思
う
が
。

町
長
＝
職
員
に
つ
い
て
は
身
上
書

を
取
っ
て
い
る
。
適
材
適
所
で
臨

み
た
い
。
有
識
者
に
つ
い
て
は
、

特
に
産
業
振
興
の
面
で
力
を
発
揮

し
て
も
ら
う
環
境
を
作
り
あ
げ
た

い
。
ふ
る
さ
と
会
の
方
々
に
も
知

恵
を
頂
き
た
い
。
厳
し
い
財
政
事

情
の
中
、
政
治
家
に
も
お
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
。

問
＝
政
治
家
の
活
用
で
、
以
前
は

道
路
を
作
る
、
橋
を
作
る
か
ら
と
、

予
算
獲
得
の
為
に
陳
情
し
て
い
た

が
、
今
は
国
家
財
政
も
厳
し
く
難

し
い
。
政
治
家
は
勉
強
も
し
て
い

る
し
、
情
報
と
人
脈
を
持
っ
て
い

る
。
政
治
家
の
見
識
と
情
報
と
人

脈
を
町
発
展
の
為
に
使
っ
て
も
ら

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
＝
良
い
ア
イ
デ
ア
と
思
う
の

で
、
早
速
実
行
に
移
し
た
い
。

◎
職
員
研
修
を
、
よ
り
効
果
的
に

問
＝
職
員
を
各
地
に
派
遣
し
て
研

修
を
さ
せ
て
お
ら
れ
る
が
、
研
修

の
目
的
と
派
遣
先
、
人
数
そ
し
て

そ
の
効
果
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

助
役
＝
資
質
向
上
の
目
的
で
、
県

に
交
流
も
含
め
て
七
名
、
社
協
に

一
名
の
計
八
名
を
派
遣
し
て
い
る
。

総
務
課
長
＝
何
を
勉
強
し
た
い
か

最
初
に
希
望
を
出
す
様
に
し
て
い

る
。
研
修
を
終
了
し
た
職
員
を
見

る
と
格
段
の
成
長
を
感
じ
る
。

問
＝
官
か
ら
官
へ
の
研
修
も
効
果

は
上
が
っ
て
い
る
様
だ
が
、
官
か

ら
民
へ
も
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

民
間
の
企
業
に
お
い
て
は
、
官
で

は
体
験
出
来
な
い
様
々
な
こ
と
を

学
べ
る
と
思
う
し
、
将
来
の
町
づ

く
り
に
大
い
に
役
立
つ
と
考
え
る

が
。

町
長
＝
同
感
で
あ
る
。
将
来
は
民

間
企
業
へ
も
派
遣
し
て
、
勉
強
さ

せ
て
み
た
い
と
考
え
る
。

問
一
＝
区
の
統
合
は
人
口
減
少
に

よ
る
過
疎
化
が
進
行
す
る
中
に
お

い
て
は
、
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で

理
想
的
と
は
考
え
る
が
、
先
輩
方

が
培
っ
て
来
ら
れ
た
地
域
内
の
深

い
絆
や
伝
統
、
文
化
等
に
も
影
響

を
与
え
る
為
短
期
間
で
結
論
を
求

め
る
の
は
難
し
い
と
思
う
が
、
区

長
会
で
の
反
応
は
ど
う
な
の
か
問

う
。

町
長
＝
合
併
前
の
約
束
事
項
な
の

で
早
く
進
め
る
べ
き
だ
が
、
歴
史

的
背
景
や
住
民
感
情
が
あ
る
。

　

余
り
急
い
で
も
反
発
を
招
く
の

で
、
十
分
住
民
の
理
解
を
得
て
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

総
務
課
長
＝
反
応
に
つ
い
て
は
、

未
だ
見
え
て
い
な
い
、

問
二
＝
現
在
五
三
区
が
存
在
し
て

い
る
が
、
町
の
計
画
と
し
て
は
ど

れ
位
に
統
合
さ
れ
る
考
え
な
の
か
。

総
務
課
長
＝
お
お
む
ね
百
戸
以
上

を
基
本
と
し
た
素
案
で
提
案
し
、

上
地
区
を
九
地
区
、
岡
原
を
五
地

区
、
免
田
、
須
恵
、
深
田
に
つ
い

て
は
そ
の
ま
ま
で
合
計
三
七
地
区

で
案
を
作
っ
て
い
る
。

問
三
＝
区
の
統
廃
合
は
、
小
学
校

通
学
区
域
や
小
学
校
区
の
再
編
も

視
野
に
入
れ
た
上
で
の
検
討
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
問
う
。

教
育
課
長
＝
行
政
区
の
再
編
が
あ

っ
た
場
合
は
、
当
然
見
直
し
は
今

後
図
ら
れ
る
と
い
う
可
能
性
は
あ

る
と
思
う
が
、
現
状
と
し
て
は
通

学
区
域
の
見
直
し
は
行
わ
な
い
。

問
四
＝
区
の
統
合
が
実
現
し
た
場

合
は
、
公
民
館
等
の
施
設
が
手
狭

に
な
る
と
思
う
が
、
町
執
行
部
と

し
て
は
、
ど
の
様
な
対
応
を
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

教
育
課
長
＝
合
併
時
に
統
合
再
編

さ
れ
た
行
政
区
の
建
物
を
新
築
あ

る
い
は
増
築
、
改
築
す
る
場
合
は

特
例
と
し
て
町
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
起
債
事
業
を
起
こ
し
、
採
択

さ
れ
た
な
ら
ば
、
事
業
費
か
ら
起

債
償
還
額
に
係
る
交
付
税
の
措
置

額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
二
分
の

一
を
地
元
負
担
で
お
願
い
す
る
。

問
五
＝
区
長
さ
ん
方
の
責
務
は
重

大
で
あ
り
、
大
変
ご
苦
労
の
多
い

仕
事
だ
と
拝
察
し
て
い
る
。
区
長

報
酬
も
行
政
改
革
の
煽
り
を
受
け

て
大
幅
に
減
額
さ
れ
る
と
聞
く
が
、

そ
の
詳
し
い
根
拠
を
問
う
。

総
務
課
長
＝
十
八
年
度
は
十
七
年

度
区
長
報
酬
総
額
の
二
〇
パ
ー
セ

ン
ト
削
減
し
翌
年
度
か
ら
一
〇
パ

ー
セ
ン
ト
ず
つ
削
減
で
検
討
中
。

将
来
は
、
多
良
木
町
や
錦
町
と
同

様
の
三
十
万
円
台
ま
で
近
づ
け
た

い
。

あ
お
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常任委員会活動

◎ 

総
務
、
文
教
常
任
委
員
会

平
成
十
八
年
八
月
二
十
三
日
（
水
）

（
一
）
町
内
中
学
校
の
現
況
調
査

◎ 

建
設
、
経
済
常
任
委
員
会

平
成
十
八
年
八
月
二
十
九
日
（
火
）、
産
業
振
興
課
関
係
調
査

◎ 

厚
生
常
任
委
員
会

平
成
十
八
年
七
月
十
九
日
（
火
）

広大な敷地に恵まれた上中学校

「農家民泊、ゆっくりサボ
テン馬場のてっちゃん家」

　

各
中
学
校
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
施
設
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。
特
に
統
合
の
中
心
と
な
る

上
中
学
校
は
、
収
容
生
徒
数
は
四
〇
〇
名
で
あ
り
、
現
在
の
五
校
の
総
生
徒
数
か
ら
二
〇
〇
名
分
の

教
室
が
不
足
す
る
。
又
、
プ
ー
ル
も
か
な
り
老
朽
化
し
て
い
て
通
学
路
の
整
備
等
財
政
的
に
多
く
の

問
題
が
生
じ
る
。

（
一
）
国
民
健
康
保
険
・
老
人
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

　

町
民
課
よ
り
医
療
費
の
推
移
や
、
医
療
費
増
加
の
構
図
、
生
活
習
慣
病
の
現
状
や
、
話
題
と
な
っ

て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
注
意
点
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

（
二
）
医
療
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

　

十
八
年
八
月
か
ら
七
〇
才
以
上
の
人
や
、
老
人
医
療
を
受
け
る
人
の
所
得
に
よ
る
区
分
の
判
定
基

準
の
改
正
点
、
十
月
か
ら
患
者
の
自
己
負
担
額
が
改
正
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。

（
一
）
有
効
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

湧
水
の
多
目
的
な
活
用
と
し
て
超
軟
水
、
超
硬
水
で
あ
れ
ば
企
業
取
引
が
可
能
で
あ
る
。

（
二
）
交
流
拠
点
と
な
る
宿
泊
施
設
等
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
町
内
に
四
ヶ
所
で
運
営
さ
れ
て
お
り
徐
々
に
利
用
客
も
増
え
て
い
る
。

○
八
月
の
区
長
会
に
於
い
て
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
活
用
で
き
る
町
内
の
空
屋
物
件
の
調
査
を
依

　

頼
し
て
い
る
。

○
皆
越
分
校
は
、
四
年
後
に
閉
校
ま
た
は
休
校
に
な
る
予
定
で
、
今
後
大
き
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

（
二
）
町
立
中
学
校
の
適
正
規
模
に
関
す
る
教
育
委
員
会
方
針

中
学
校
統
合
に
対
し
て
は
、
現
在
役
場
内
で
七
名
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
諸
問
題
を
調
査
中
。

（
三
）
町
内
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
の
懇
談
会
を
開
催

統
合
に
当
た
っ
て
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
住
民
に
対
し
、
十
分
説
明
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

メタボリックシンドローム
って何？
　「内臓脂肪型肥満」で、さ
らに「高血圧」「高脂血」「高
血糖」のうち二つ以上を持
っている状態。それぞれが
軽症でも、重なり合うこと
によって、いっそう動脈硬
化になりやすく、脳卒中や
心筋梗塞などをひきおこす
可能性が非常に高くなる。

委
員
長 

松
本
光
弘
・
副
委
員
長 

宮
原
盛
幸

委　

員 

豊
永
隆
一
・
久
保
田
久
男
・
桑
原
武
夫

　
　
　

 

橋
爪
和
彦
・
鏡
與　

・
尾
方
球
三
郎

委
員
長 

浦
本
秀
正
・
副
委
員
長 

永
村
修
一

委　

員 

岩
本
幸
男
・
樫
山
保
・
平
田
助
弘

　
　
　

 

渕
田
勇
一
・
小
見
田
和
行

委
員
長 

永
井
梓
・
副
委
員
長 

溝
口
峰
男

委　

員 

中
村
嘉
夫
・
田
原
茂
久
・
岩
水
国
昭

　
　
　

 

田
原
健
一
・
奥
田
公
人
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一部事務組合議会報告

平
成
十
八
年
八
月
三
十
日
（
水
）

◎ 

公
立
多
良
木
病
院
組
合
議
会

◎ 

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

平
成
十
八
年
九
月
四
日
（
月
）

◎ 

川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
組
合
議
会

第
二
回
臨
時
会　

平
成
十
八
年
七
月
十
八
日
（
火
）

木曽広域連合研修

○
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
関
連
二
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
他
四
議
案
が
上
程
さ

れ
、
平
成
十
七
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
議
す
る
こ
と
と

し
、
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

○
一
般
質
問
で
は
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
す
る
談
合
問
題
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

入
札
談
合
防
止
の
た
め
予
定
価
格
は
、
事
後
公
表
す
べ
き
と
す
る
国
か
ら
の
通
達
が
き
て
い
る
。
何
故

公
表
で
き
な
い
か
質
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
公
表
す
る
こ
と
が
談
合
防
止
に
な
っ
て
い
な
い
。
必
要
と
な
れ
ば
、
理
事
会
で
協
議

し
適
当
な
時
期
に
考
え
を
示
し
た
い
と
の
答
弁
が
代
表
理
事
よ
り
あ
っ
た
。

○
長
野
県
の
木
曽
広
域
連
合
及
び
長
野
広
域
連
合
の
視
察
研
修
を
九
月
二
十
六
日
〜
二
十
八
日
に
実
施

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

平
成
十
八
年
九
月
四
日
、
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
六
議
案
が
提
案
さ
れ
一
議
案
の
可
決
と
五
認
定
分

が
認
定
さ
れ
た
。

　

組
合
長
の
行
政
報
告
の
中
で
、
四
月
か
ら
の
診
療
報
酬
マ
イ
ナ
ス
三.

一
六
％
の
改
定
の
影
響
が
当

院
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
お
り
、
ま
た
、
医
師
不
足
も
生
じ
て
お
り
、
今
後
の
医
師
招
聘
に
お
い
て

は
、
院
長
、
正
副
組
合
長
揃
っ
て
大
学
病
院
へ
出
向
い
て
お
願
い
を
し
て
い
く
と
の
こ
と
。
病
院
増
改

築
の
件
で
は
、
保
険
改
定
と
Ｄ
Ｐ
Ｃ
導
入
直
前
の
計
画
で
も
あ
り
慎
重
に
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
将
来

的
に
は
町
村
の
支
援
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

条
例
改
正
と
追
加
補
正
予
算
の
二
議
案
が
上
程
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
な
お
、
全
員
協
議

会
に
お
い
て
、
矢
上
相
良
村
長
が
、「
将
来
、
村
の
財
政
へ
の
影
響
が
大
き
過
ぎ
る
。」
等
と
し
て
利
水

事
業
か
ら
の
撤
退
を
表
明
し
紛
糾
し
た
。

第
三
回
定
例
会　

平
成
十
八
年
八
月
三
十
一
日
（
木
）

　

利
水
事
業
推
進
を
求
め
る
一
般
質
問
を
二
議
員
が
行
っ
た
後
、
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
と
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

永
村
修
一
・
溝
口
峰
男

岩
水
国
昭
・
宮
原
盛
幸

中
村
嘉
夫
・
松
本
光
弘
・
豊
永
隆
一

浦
本
秀
正
・
久
保
田
久
男

田
原
茂
久
・
橋
爪
和
彦

ＤＰＣとは？

　「診断群分類別包括評価」

と言われ、診断群毎に患者

を分類する面とその分類

を用いた包括評価により、

診断報酬を支払う方式と

しての面と、二つの性格を

有している。

ふ
ん
き
ゅ
う

し
ょ
う
へ
い



　

黄
金
色
の
稲
穂
の
刈
り
取
り
も

終
わ
り
、
無
事
に
収
穫
の
日
を
迎

え
る
事
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し

ま
す
。
五
ヶ
町
村
が
あ
さ
ぎ
り
町

に
な
っ
て
合
同
の
行
事
が
行
わ
れ

る
中
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
知
り

合
い
に
な
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

笑
顔
で
声
を
か
け
合
い
、
た
わ
い

も
な
い
こ
と
を
語
り
合
う
事
が
明

日
へ
の
活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
農
業
を
し
て
い
ま
す
が
農

業
に
た
ず
さ
わ
る
者
と
し
て
一
つ

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
私
の
職
場

は
田
畑
で
す
。
そ
の
あ
ぜ
に
犬
の

ふ
ん
が
あ
る
の
で
す
。
だ
い
ぶ
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
下
さ
る
方
も
多
い

の
で
す
が
、
完
全
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
が
い
や
な
事
は
誰
も
が

い
や
な
は
ず
。
今
一
度
迷
惑
し
て

い
る
人
が
い
る
と
い
う
事
を
考
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
等
々
で
胸
が
痛
む
事

件
が
多
い
中
、
だ
か
ら
こ
そ
、
隣

同
志
声
か
け
合
っ
て
結
び
つ
き
を

強
め
、
子
供
達
の
元
気
の
い
い
声

が
高
ら
か
に
響
き
合
う
安
心
し
て

住
め
る
ふ
る
さ
と
あ
さ
ぎ
り
町
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
「
絶
対
だ
ま
さ
れ

な
い
ぞ
」
と
思
っ
て
い
た
の
に
迷

惑
電
話
を
受
け
て
し
ま
い
、
数
日

は
落
ち
こ
む
日
々
を
送
っ
た
事
が

あ
り
ま
し
た
。
田
舎
だ
か
ら
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
大
ま
ち
が

い
。
安
心
し
て
生
活
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
事
か
と
い

う
事
を
痛
感
し
た
出
来
事
で
し
た
。

い
い
勉
強
に
な
っ
た
と
今
は
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
の
住
む
周
辺
も
数
年
前
と
比

べ
て
道
は
広
く
な
る
し
、
い
ろ
い

ろ
な
お
店
は
で
き
る
し
生
活
は
便

利
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、

昔
な
が
ら
の
風
習
な
ど
の
残
す
べ

き
事
は
大
事
に
し
、
あ
さ
ぎ
り
町

に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
は
む
ず
か
し
い
事
も

み
ん
な
で
や
れ
ば
で
き
る
事
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
小
さ
な
一

歩
か
ら
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
が
い
や
な
事
は
誰
も
が
い
や

隣
同
士
声
を
か
け
合
っ
て

　
　
　
　
　

結
び
つ
き
を
大
切
に

町
民
の

　

稲
刈
り
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
農
家

の
皆
さ
ん
も
一
服
か
と
思
い
き
や
、

今
年
の
出
来
具
合
を
尋
ね
た
ら
タ

バ
コ
に
続
き
不
作
と
の
事
。

　

来
年
の
町
税
が
こ
れ
で
減
収
と

な
れ
ば
、
生
き
残
り
を
賭
け
た
こ

の
四
年
の
町
政
運
営
か
ら
繁
栄
の

町
政
へ
と
方
向
転
換
し
、
合
併
し

て
良
か
っ
た
と
皆
さ
ん
に
実
感
し

て
貰
え
る
町
づ
く
り
に
ブ
レ
ー
キ

が
か
か
ら
ね
ば
と
心
配
し
て
お
り

ま
す
。

　

で
も
来
年
は
、
お
互
い
が
「
厳

し
い
」
と
の
言
葉
を
禁
句
に
し
て
、

家
族
み
ん
な
で
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を

語
り
合
い
、
そ
し
て
み
ん
な
が
夢

を
語
り
合
っ
て
い
る
風
景
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

夢
ふ
く
ら
む
「
あ
さ
ぎ
り
町
」
を

体
感
し
町
づ
く
り
に
参
加
し
て
い

る
事
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
、
残
り
僅
か
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
飲
む
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。

　

「
乗
る
な
ら
飲
む
な
、
飲
む
な

ら
乗
る
な
」
を
町
民
の
合
い
言
葉

と
し
て
、
飲
酒
運
転
撲
滅
に
お
互

い
協
力
し
合
い
、
家
族
み
ん
な
が

明
る
く
元
気
に
年
越
し
が
出
来
ま

す
よ
う
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口　

峰
男

編
集
後
記

免
田
（
築
地
）　

中
村　

美
智
子

秋真っ盛り、めずらしくなった竿掛け

次
回
の
定
例
会
は
十
二
月
で
す


